
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

2009 年 11 月

 
神を仰ぎ、人に仕う 
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「人格に参与するということ」 
 

私は長らく社会福祉に携わって参りました。この領域も近年、随分と変わっ

てきたように思えます。 

現在では共生、共育また共苦ということがよくいわれます。共に生き、共に

育
はぐく

み合い、苦しみさえ分かち合う。それは大変良い思想なのですが、皆が共

に生きる社会のなかで、その人の背負う障害・高齢・貧困などの状況に思いを

寄せることなく、厳しく自立へと駆り立てる傾向がぬぐえません。「こうでなけれ

ばならない」という社会的基準が先行し、それに達することが共に生きる自立の

姿勢として強要されてしまうのです。 

社会福祉のほんとうの姿はそうではなかったはずなのです。 

それでは何が欠けてしまったのでしょうか。 

いまの社会を見渡しますと、人間のなかに「人格」ないし「存在の価値」を発

見することから遠ざかってしまっているように思えます。その人がどのような状

態に置かれていても、その人には人格がある。神様に愛された存在の価値を

その人なりに表現している人格がある。 

そのような私達の内側にある人格の奥底から、共に生きている他者の人格

を見つめ、各々の可能性を最大限に導き出していけるよう、積極的に参与しあ

っていくという生き方があるのです。 

私は、そうした人間相互の関わり合いを、社会福祉の出発点と考えていま

す。人と人とが可能性を求め生き会っていくなかで互いの人格への参与をな

し、人それぞれが喜びをもって生きるための豊かな人生を考えていく。これを

「存在参与」という言葉で呼んだ思想家もおりました。そこにいる他者に存在参

与させていただきながら、相互に生き会っていく。ここに社会福祉が始まってい

くのです。 

このような生き方を、私達の人生態度のなかで皆が思い返して生きていけ

れば、社会福祉のみならず、社会そのものがその本筋の軌道を取り戻していく

ことでしょう。 

人間に与えられた人格の奥底から、それぞれが他者と共にあることの出来る

確実な道筋を求めたいものです。 

           （人間福祉学科長 牛津 信忠）

◆聖書を学ぶ会 
日 時／11 月 25 日（水）15 時 15 分～16 時 15 分 
場 所／エルピスホール 
講   師／阿久戸 光晴 学長 
 
※どなたでもご自由にお越しください 

行事・集会のご案内 

 

 

◆クリスマスツリー点火祭 
日 時／11 月 25 日（水）16 時 40 分～18 時 30 分 
メッセージ／柳田 洋夫 人文学部副チャプレン  
第 Ⅰ 部／礼拝 16 時 40 分～17 時 20 分 
第 Ⅱ 部／聖学院教会バザー 他 17 時 20 分～18 時 30 分 
 
会 場／第Ⅰ部 南キャンパス（図書館棟前）《雨天時はﾁｬﾍﾟﾙで実施》 
 第Ⅱ部 北キャンパス（緑聖ホール、チャペル 他） 
 

演奏・合唱／聖学院みどり幼稚園園児及びあすなろ会   聖学院教会教会員 

聖学院大学聖歌隊   聖学院大学ハンドベル・クワイア 

聖学院大学大学フィルハーモニー管弦楽団 

◆クリスマスコンサート 
日 時／11 月 25 日（水）19 時 00 分～ 
場 所／チャペル 
演   奏／女声コーラス“グリューン” 
 
※どなたでもご自由にお越しください 

 



 

聖学院教会祈祷会         11 月 12 日 イザヤ書 第 20 章 濱田 辰雄 牧師 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】     11 月 19 日 イザヤ書 第 21 章 東野 尚志 牧師 

 
「よくよくあなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。しかし、もし死んだなら、豊かに実を結ぶようになる。」 

       （ヨハネによる福音書 第 12 章 24 節） 

年間聖句 

2009 

 

 

11 月 11 日（水）11 月 10 日（火）

11 月 13 日（金）11 月 12 日（木）

召天者記念礼拝 
 

奨励者 佐野 正子 
（政治経済学部チャプレン） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 ナイティンゲール亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545 番 
交読文 14（詩 50 篇） 
聖 書 ヘブル人への手紙 

     12 章 1～2 節（新約 P.356）
祈 祷 
奨 励 「人生のバトンレース」 
祈 祷  
讃美歌 532 番 
後 奏  

奨励者 谷口 隆一郎 

（コミュニティ政策学科教授） 

司会者 齋藤 文博 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 543 番 

交読文 3（詩 8 篇） 

聖 書 詩篇 

     139 篇 1～12 節（旧約 P.871） 

祈 祷 

奨 励 「曙の翼をかって」 

祈 祷  

讃美歌 326 番 

後 奏  
 

奨励者 仲 義之 

（東京神学大学大学院生） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 秋山 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545 下番 

交読文 6（詩 23 篇） 

聖 書 ヨハネによる福音書 

     8 章 31～38 節（新約 P.152） 

祈 祷 

奨 励 「自由を得させる」 

祈 祷  

讃美歌 352 番 

後 奏  
 

奨励者 高橋 義文 

（大学院教授） 

司会者 冨井 祐輔 

奏楽者 荻野 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 546 番 

交読文 7（詩 24 篇） 

聖 書 マタイによる福音書 

     6 章 25～34 節（新約 P.9）

祈 祷 

奨 励 「あすのことは、あす自身が」 

祈 祷  

讃美歌 291 番 

後 奏  
 

 

 

11 月 18 日（水） 11 月 17 日（火）

11 月 20 日（金） 11 月 19 日（木）

奨励者 原 一子 
（欧米文化学科教授） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 541 番 
讃美奉献 女声コーラス “グリューン” 
      ‘讃美歌 10 番’ 

聖 書 ルカによる福音書 
     5 章 27～32 節（新約 P.92） 

祈 祷 
奨 励 「病人」 
祈 祷  
讃美歌 343 番 
後 奏  
 

奨励者 大高 研道 

（コミュニティ政策学科准教授） 

司会者 木村 亮 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 539 番 

交読文 13（詩 46 篇） 

聖 書 ルカによる福音書 

     10 章 25～37 節（新約 P.105）

祈 祷 

奨 励 「貧しき人、弱き人への福音」 

祈 祷  

讃美歌 214 番 

後 奏  
 

奨励者 廣田 光司 

（財団法人 東京 YMCA 総主事） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 543 番 

讃美奉献 聖歌隊 ‘讃美歌 270 番’ 

聖 書 ヨハネによる福音書 

     20 章 24～29 節（新約 P.177）

祈 祷 

奨 励 「見ないで信じる」 

祈 祷  

讃美歌 452 番 

後 奏  

奨励者 内藤 みち 

（コミュニティ政策学科特任講師） 

司会者 石井 愛 

奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545 番 

交読文 18（詩 67 篇） 

聖 書 ローマ人への手紙 

     5 章 3～5 節（新約 P.238） 

祈 祷 

奨 励 「花咲かす糧」 

祈 祷  

讃美歌 聖歌 204 番 

後 奏  
 


